
用
地
用
地
内

工
事
概
要
＝
延
長
Ｌ

　
工
事
概
要
＝
延
長
Ｌ
１
５

６
ｍ
、
幅
員
Ｗ

ｍ
、
幅
員
Ｗ
５
ｍ
、
橋

ｍ
、
橋
梁

上
部
工
一
式
、
盛
土
工

上
部
工
一
式
、
盛
土
工
１
８

０
０
弱
、
排
水
構
造
物
工

、
排
水
構
造
物
工
一

式
、
仮
設
道
路
工
一

式
、
仮
設
道
路
工
一
式

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2525

2828

予
定
価
格
＝

　
予
定
価
格
＝
８
２
１
０

８
２
１
０
万

４
０
０
０

４
０
０
０
円

０
８
５
４

０
８
５
４
―
４
０
４
０
―
１
０
２

１
０
２

５
）
ま
で

）
ま
で
。

参
加
資
格
＝
市
内
に
本

　
参
加
資
格
＝
市
内
に
本
社

を
有
す
る
土
木
一
式
Ａ

を
有
す
る
土
木
一
式
Ａ
等

級
。
級
。
２
０
１
４

２
０
１
４
年
度
以
降

年
度
以
降
に

同
種
の
公
共
工
事
と
し
て

同
種
の
公
共
工
事
と
し
て
、

市
内
で

市
内
で
１
５
０
０

１
５
０
０
万
円
以

万
円
以
上

の
土
木
一
式
工
事
の
実
績

の
土
木
一
式
工
事
の
実
績
が

あ
る
―
な

あ
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
大
東
町
西

　
工
事
場
所
＝
大
東
町
西
阿

告
し
た
。
申
請
書

告
し
た
。
申
請
書
を
　
月
　

1111

2626

日
ま
で
、
入
札
書

日
ま
で
、
入
札
書
を
　
・
　

2525

2626

日
で
受
け
付
け

日
で
受
け
付
け
、　

日
に
開

日
に
開

2727

札
を
行
う
。
問
い
合
わ

札
を
行
う
。
問
い
合
わ
せ

は
、
総
務
部
管
財
課
（
電

は
、
総
務
部
管
財
課
（
電
話

雲
南
市
は

　
雲
南
市
は
　
月
　
日
、
簡

日
、
簡

1010

3131

易
型
一
般
競
争
入
札
の
「

易
型
一
般
競
争
入
札
の
「
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
市
道
佐
世
線
（
西
阿
用

業
市
道
佐
世
線
（
西
阿
用
工

区
）
道
路
改
良
工
事
」
を

区
）
道
路
改
良
工
事
」
を
公

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
市
内

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
市
内
業

者
ま
た
は
準
市
内
業
者
で

者
ま
た
は
準
市
内
業
者
で
電

気
工
事
の
年
間
平
均
完
成

気
工
事
の
年
間
平
均
完
成
工

事
高
が
予
定
価
格
以
上
で

事
高
が
予
定
価
格
以
上
で
あ

る
こ
と
な

る
こ
と
な
ど

工
事
場
所
＝
川
尻
町
西

　
工
事
場
所
＝
川
尻
町
西
１

―
１
８
６
７

１
８
６
７
―
　3333

工
事
概
要
＝
電
灯
設
備

　
工
事
概
要
＝
電
灯
設
備
一

の
等
級
格
付
け
が
Ａ
で
登

の
等
級
格
付
け
が
Ａ
で
登
録

す
る
す
る
。

質
問
の
受
け
付
け
先
は

　
質
問
の
受
け
付
け
先
は
契

約
課
（
電
話

約
課
（
電
話
０
８
２
３

０
８
２
３
―
２

５
―
３
３
７
６

３
３
７
６
・
３
３
３
３
７

７
）
。

主
な
参
加
資
格
な
ど
は

　
主
な
参
加
資
格
な
ど
は
次

の
通
り

の
通
り
。

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
２
０
２
３

２
０
２
３
・

　
年
度
市
建
設
工
事
入
札

年
度
市
建
設
工
事
入
札
参

2424加
資
格
者
名
簿
に
電
気
工

加
資
格
者
名
簿
に
電
気
工
事

呉
市

　
呉
市
は
　
月
　
日
、
事

日
、
事
後

1010

3131

審
査
方
式
の
一
般
競
争
入

審
査
方
式
の
一
般
競
争
入
札

で
実
施
す
る
「
（
仮
称
）
川

で
実
施
す
る
「
（
仮
称
）
川
尻

出
張
所
・
川
尻
分
団
車
庫

出
張
所
・
川
尻
分
団
車
庫
建

設
電
気
設
備
工
事
」
を
公

設
電
気
設
備
工
事
」
を
公
告

し
た
。
予
定
価
格

し
た
。
予
定
価
格
１
億
円
億
円
以

上
の
大
型
案
件
で

上
の
大
型
案
件
で
、　

月
　

1111

1919

日
午
前

日
午
前
９
時
か
時
か
ら
　
日
午
後

日
午
後

2020

４
時
ま
で
入
札
を
受
け

時
ま
で
入
札
を
受
け
付

け
、　

日
午
日
午
前
　
時
に
開

時
に
開
札

2121

1010

呉 市

川
尻
出
張
所
等
建
設
電
気
設
備

、

日
に
入
札
受

㮇
、㮇
日
に
入
札
受
付付

1919

2020
町
）工

事
概
要
＝
岡
山
高
速

　
工
事
概
要
＝
岡
山
高
速
道

路
事
務
所
管
内
及
び
米
子

路
事
務
所
管
内
及
び
米
子
高

速
道
路
事
務
所
管
内
の
受

速
道
路
事
務
所
管
内
の
受
配

電
設
備
及
び
自
家
発
電
設

電
設
備
及
び
自
家
発
電
設
備

の
更
の
更
新

工
事
概
算
数
量
＝
受
配

　
工
事
概
算
数
量
＝
受
配
電

設
備
Ｔ
Ｎ
高
圧
（
更
新
）

設
備
Ｔ
Ｎ
高
圧
（
更
新
）
８

カ
所
（
笠
井
山
Ｔ
Ｎ
、
金

カ
所
（
笠
井
山
Ｔ
Ｎ
、
金
田

Ｔ
Ｎ
、
二
子
Ｔ
Ｎ
、
水
江

Ｔ
Ｎ
、
二
子
Ｔ
Ｎ
、
水
江
Ｔ

Ｎ
、
三
平
山
Ｔ
Ｎ
、
谷
川

Ｎ
、
三
平
山
Ｔ
Ｎ
、
谷
川
Ｔ

敷
早
島
支
線
（
岡
山
県
倉

敷
早
島
支
線
（
岡
山
県
倉
敷

市
～
都
窪
郡
早
島
町
）
、

市
～
都
窪
郡
早
島
町
）
、
米

子
自
動
車
道
（
岡
山
県
真

子
自
動
車
道
（
岡
山
県
真
庭

市
～
鳥
取
県
西
伯
郡
伯

市
～
鳥
取
県
西
伯
郡
伯
耆

０
０
９

０
０
９
年
度
以
降
に
元
請

年
度
以
降
に
元
請
と

し
て
完
成
・
引
き
渡
し
が

し
て
完
成
・
引
き
渡
し
が
完

了
し
た
同
種
工
事
（
道
路

了
し
た
同
種
工
事
（
道
路
、

鉄
道
、
空
港
、
変
電
所
ま

鉄
道
、
空
港
、
変
電
所
ま
た

は
河
川
等
に
お
い
て
、
受

は
河
川
等
に
お
い
て
、
受
電

電
圧
電
圧
６
６
０
０

６
６
０
０
Ｖ
以
上
及

Ｖ
以
上
及
び

変
圧
器
容
量

変
圧
器
容
量
４
０
０

４
０
０
Ｋ
Ｖ
Ｋ
Ｖ
Ａ

以
上
で
、
複
数
の
負
荷
設

以
上
で
、
複
数
の
負
荷
設
備

に
電
力
を
供
給
し
、
か
つ

に
電
力
を
供
給
し
、
か
つ
、

停
電
時
に
一
部
の
負
荷
設

停
電
時
に
一
部
の
負
荷
設
備

を
自
動
的
に
発
電
設
備
に

を
自
動
的
に
発
電
設
備
に
切

替
え
る
機
能
及
び
遠
方
監

替
え
る
機
能
及
び
遠
方
監
視

制
御
の
た
め
の
外
部
入
出

制
御
の
た
め
の
外
部
入
出
力

機
能
を
有
す
る
特
別
高
圧

機
能
を
有
す
る
特
別
高
圧
受

配
電
設
備
ま
た
は
高
圧
受

配
電
設
備
ま
た
は
高
圧
受
配

電
設
備
を
設
置
し
、
試
験

電
設
備
を
設
置
し
、
試
験
調

整
を
実
施
し
た
工
事
）
の

整
を
実
施
し
た
工
事
）
の
施

工
実
績
―
な

工
実
績
―
な
ど

工
事
場
所
＝
山
陽
自
動

　
工
事
場
所
＝
山
陽
自
動
車

道
（
岡
山
県
赤
磐
市
～
倉

道
（
岡
山
県
赤
磐
市
～
倉
敷

市
）
、
山
陽
自
動
車
道
・

市
）
、
山
陽
自
動
車
道
・
倉

西
日
本
高
速
道
路
中
国

　
西
日
本
高
速
道
路
中
国
支

社
は
社
は
　
月
　
日
、
総
合
評

日
、
総
合
評
価

1010

3030

落
札
方
式
（
施
工
能
力
評

落
札
方
式
（
施
工
能
力
評
価

型
・
簡
易
型
、
協
議
合
意

型
・
簡
易
型
、
協
議
合
意
方

式
）
適
用
の
条
件
付
一
般

式
）
適
用
の
条
件
付
一
般
競

争
入
札
で
「
令
和

争
入
札
で
「
令
和
６
年
度
年
度
岡

山
高
速
道
路
事
務
所
他

山
高
速
道
路
事
務
所
他
１
管

内
受
配
電
自
家
発
電
設
備

内
受
配
電
自
家
発
電
設
備
更

新
工
事
」
を
公
告
し
た

新
工
事
」
を
公
告
し
た
。　
1111

月
　
日
ま
で
申
請
書
等
を

日
ま
で
申
請
書
等
を
受

2525
け
付
け
る
。
来
年
の

け
付
け
る
。
来
年
の
１
月
　1010

日
か
日
か
ら
　
日
ま
で
を
入
札

日
ま
で
を
入
札
書

2727

提
出
期
間
と
し
、

提
出
期
間
と
し
、
同
　
日
に
日
に

3030

開
札
す
る

開
札
す
る
。

な
お
、
同
工
事
は
週
休

　
な
お
、
同
工
事
は
週
休
２

日
促
進
工
事
で
、
入
札
前

日
促
進
工
事
で
、
入
札
前
価

格
見
積
方
式
の
対
象
案
件

格
見
積
方
式
の
対
象
案
件
。

主
な
参
加
資
格
な
ど
は

　
主
な
参
加
資
格
な
ど
は
次

の
通
り

の
通
り
。

参
加
資
格
＝
「
受
配
電

　
参
加
資
格
＝
「
受
配
電
設

備
工
事
」
の
有
資
格
者
。

備
工
事
」
の
有
資
格
者
。
２

西日本高速
中 国 支 社

岡
山
管
内
他
受
配
電
自
家
発
設
備

日
ま
で
申
請
受

㮇
日
ま
で
申
請
受
付付

2525

中
国
地

　
中
国
地
方

整
備
局
は

整
備
局
は
、

公
表
し
て

公
表
し
て
い

る
ス
ト
ッ

る
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
運

ヤ
ー
ド
運
営

事
業
者
登

事
業
者
登
録

簿
を
更
新

簿
を
更
新
し

た
（

月

た
（
　
月
　

1010

2424

日
現
在
）
。

日
現
在
）
。
同

局

管

内

局

管

内

で

は
、
新
た
に

は
、
新
た
に
９
月

日
付

月
　
日
付
及

2727

び

月

日
付
で
計

び
　
月
　
日
付
で
計
３
事
業

1010

2424

者
を
登
録
。
こ
れ
に
よ
り

者
を
登
録
。
こ
れ
に
よ
り
、

運
営
事
業
者
数
は
計

事

運
営
事
業
者
数
は
計
　
事
業

8080

者
と
な
っ
た

者
と
な
っ
た
。

新
規
登
録
さ
れ
た

　
新
規
登
録
さ
れ
た
３
事
業

者
は
次
の
通
り
。
カ
ッ
コ

者
は
次
の
通
り
。
カ
ッ
コ
内

は
本
社
所
在
地

は
本
社
所
在
地
。

▽
小
川
工
業
（
尾
道
市

　
▽
小
川
工
業
（
尾
道
市
山

波
町
）
▽
正
夏
（
福
山
市

波
町
）
▽
正
夏
（
福
山
市
芦

田
町
柞
磨
）
▽
ア
リ
エ
（

田
町
柞
磨
）
▽
ア
リ
エ
（
尾

道
市
高
須
町
字
有
江

道
市
高
須
町
字
有
江
）

新たに3事業者登録
中
国
整
備
局 ストックヤード運営

者
で
管
工
事
Ａ
等
級
、
直

者
で
管
工
事
Ａ
等
級
、
直
近

の
経
営
事
項
審
査
の
管
工

の
経
営
事
項
審
査
の
管
工
事

の
年
間
平
均
完
成
工
事
高

の
年
間
平
均
完
成
工
事
高
が

２
０
０
０

２
０
０
０
万
円
以
上
―
な

万
円
以
上
―
な
ど

工
事
場
所
＝
西
仁
井
令

　
工
事
場
所
＝
西
仁
井
令
２

丁
目工

事
概
要
＝
留
守
家
庭

　
工
事
概
要
＝
留
守
家
庭
児

童
学
級
（
Ｓ
造

童
学
級
（
Ｓ
造
２
階
建
、

階
建
、
建

休
２
日
工
事
。
申
請
書

日
工
事
。
申
請
書
は
　1111

月
　
日
ま
で
受
け
付
け
る

日
ま
で
受
け
付
け
る
。

1212公
示
概
要
は
次
の
通
り

　
公
示
概
要
は
次
の
通
り
。

「
華
城
留
守
家
庭
児
童

　
「
華
城
留
守
家
庭
児
童
学

級
建
設
（
機
械
設
備
）

級
建
設
（
機
械
設
備
）
」

参
加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

防
府
市
は

　
防
府
市
は
　
月
　
日
、
受

日
、
受

1010

3131

注
希
望
型
指
名
競
争
入
札

注
希
望
型
指
名
競
争
入
札
で

「
華
城
留
守
家
庭
児
童
学

「
華
城
留
守
家
庭
児
童
学
級

建
設
（
機
械
設
備
）
工
事

建
設
（
機
械
設
備
）
工
事
」

な
ど
な
ど
４
件
を
公
告
し
た
。

件
を
公
告
し
た
。
い

ず
れ
も
受
注
者
希
望
型
の

ず
れ
も
受
注
者
希
望
型
の
週

防府市

申
請
書
受
付
は
㮇
日
ま
で

12

留
守
家
庭
児
童
学
級
建
設（
 

）なな
どど

4
件

機
械
設
備

強
調
し
た

強
調
し
た
。

こ
の
日
の
議
題
は
、
今

　
こ
の
日
の
議
題
は
、
今
年

９
月
に
広
島
市
で
開
か
れ

月
に
広
島
市
で
開
か
れ
た

中
国
地
方
整
備
局
と
の
「

中
国
地
方
整
備
局
と
の
「
第

４
回
意
見
交
換
会
」
に
つ

回
意
見
交
換
会
」
に
つ
い

て
。
意
見
交
換
会
で
は
、

て
。
意
見
交
換
会
で
は
、
各

県
の
診
断
士
会
が
日
頃
の

県
の
診
断
士
会
が
日
頃
の
事

業
活
動
内
容
な
ど
を
報
告

業
活
動
内
容
な
ど
を
報
告
し

た
ほ
か
、
老
朽
化
状
況
や

た
ほ
か
、
老
朽
化
状
況
や
補

修
事
例
等
の
最
新
状
況
を

修
事
例
等
の
最
新
状
況
を
共

有
し
て
お
り
、
こ
の
日
の

有
し
て
お
り
、
こ
の
日
の
協

議
会
で
は
次
回
以
降
の
意

議
会
で
は
次
回
以
降
の
意
見

交
換
会
の
進
め
方
に
つ
い

交
換
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

議
論
し
た

議
論
し
た
。

ま
た
、
各
県
で
開
催
し

　
ま
た
、
各
県
で
開
催
し
て

い
る
研
修
内
容
を
他
県
と

い
る
研
修
内
容
を
他
県
と
共

有
し
、
さ
ら
な
る
技
術
力

有
し
、
さ
ら
な
る
技
術
力
向

上
を
図
る
方
針
を
確
認
。

上
を
図
る
方
針
を
確
認
。
鳥

取
大
学
の
黒
田
保
教
授
を

取
大
学
の
黒
田
保
教
授
を
交

え
た
情
報
交
換
会
も
開
か

え
た
情
報
交
換
会
も
開
か
れ

る
な
ど
、
活
発
な
質
疑
応

る
な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
た

が
な
さ
れ
た
。

石
会
長
（
や
ま
こ
う
建
設

石
会
長
（
や
ま
こ
う
建
設
）

が
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断

が
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士

の
地
位
と
技
術
力
を
向
上

の
地
位
と
技
術
力
を
向
上
す

る
た
め
に
は
、

る
た
め
に
は
、
５
県
で
の

県
で
の
情

報
交
換
と
結
束
が
必
要
」

報
交
換
と
結
束
が
必
要
」
と

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。
主
催
は
、
鳥
取

さ
れ
た
。
主
催
は
、
鳥
取
県

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会

（
鶴
石
健
治
会
長
）

（
鶴
石
健
治
会
長
）
。

協
議
会
の
冒
頭
で
は
、

　
協
議
会
の
冒
頭
で
は
、
鶴

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の

地
位
向
上
に
向
け
た
方
策

地
位
向
上
に
向
け
た
方
策
な

ど
を
議
論
す
る
「
中
国

ど
を
議
論
す
る
「
中
国
５
県

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
協

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
協
議

会
」
会
」
が
　
月
　
日
、
鳥
取

日
、
鳥
取
市

1010

2525 鳥取市で診断士協議会
意見交換会の進め方など議論

＝5県診断士会＝

内
で
も
増
え
て
き
て
い
る

内
で
も
増
え
て
き
て
い
る
。

今
回
は
、
広
島
駅
近
く
の

今
回
は
、
広
島
駅
近
く
の
若

草
町
で
建
築
中
の

草
町
で
建
築
中
の
５
階
建
階
建
木

造
ビ
ル
の
施
工
者
と
そ
の

造
ビ
ル
の
施
工
者
と
そ
の
木

材
な
ど
の
供
給
に
携
わ
っ

材
な
ど
の
供
給
に
携
わ
っ
た

２
者
か
ら
話
を
い
た
だ
く

者
か
ら
話
を
い
た
だ
く
。

こ
れ
を
機
に
、
今
後
の
ま

こ
れ
を
機
に
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
木
材
利

づ
く
り
に
向
け
た
木
材
利
用

促
進
に
つ
い
て
考
え
て
ほ

促
進
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

講
演
で
は
、
下
岸
建
設

　
講
演
で
は
、
下
岸
建
設
代

表
取
締
役
社
長
の
下
岸
宏

表
取
締
役
社
長
の
下
岸
宏
靖

氏
が
「
中
国
地
方
初
の
純

氏
が
「
中
国
地
方
初
の
純
木

造
５
階
建
医
療
ビ
ル
プ
ロ

階
建
医
療
ビ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
の
概
要

ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
の
概
要
等

を
説
明
。
シ
ェ
ル
タ
ー

を
説
明
。
シ
ェ
ル
タ
ー
 マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
渡
辺
卓
也
氏

ー
ジ
ャ
ー
の
渡
辺
卓
也
氏
・

同
中
国
四
国
地
区
営
業
担

同
中
国
四
国
地
区
営
業
担
当

の
田
中
翔
太
郎
氏
が
「
国

の
田
中
翔
太
郎
氏
が
「
国
内

の
中
大
規
模
木
造
建
築
物

の
中
大
規
模
木
造
建
築
物
の

動
向
」
に
つ
い
て
解
説
し
た

動
向
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、「
北
海

　
質
疑
応
答
で
は
、「
北
海
道

産
の
カ
ラ
マ
ツ
を
使
用
す

産
の
カ
ラ
マ
ツ
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
は
な

こ
と
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
」
と
の
問
い
に
対
し
、「

か
」
と
の
問
い
に
対
し
、「
広

島
県
産
材
の
場
合
主
に
ス

島
県
産
材
の
場
合
主
に
ス
ギ

を
使
う
こ
と
に
な
る
が
、

を
使
う
こ
と
に
な
る
が
、
ヤ

ン
グ
係
数
や
構
造
断
面
な

ン
グ
係
数
や
構
造
断
面
な
ど

を
カ
ラ
マ
ツ
の
場
合
と
比

を
カ
ラ
マ
ツ
の
場
合
と
比
較

し
た
結
果
、

し
た
結
果
、
５
階
建
と
な

階
建
と
な
る

今
回
の
建
物
に
は
使
え
な

今
回
の
建
物
に
は
使
え
な
か

っ
た
」
と
理
由
の
説
明
が

っ
た
」
と
理
由
の
説
明
が
な

さ
れ
た

さ
れ
た
。

な
る
中
、

な
る
中
、
２
０
５
０

２
０
５
０
年
カ
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の

た
め
に
、
温
室
効
果
ガ
ス

た
め
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

吸
収
源
と
し
て
の
森
林
の

吸
収
源
と
し
て
の
森
林
の
役

割
、
木
材
を
建
築
物
等
に

割
、
木
材
を
建
築
物
等
に
利

用
し
た
炭
素
の
長
期
的
貯

用
し
た
炭
素
の
長
期
的
貯
蔵

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

公
益
的
な
意
義
が
企
業
等

公
益
的
な
意
義
が
企
業
等
に

理
解
さ
れ
る
こ
と
で
、
非

理
解
さ
れ
る
こ
と
で
、
非
住

宅
・
中
高
層
建
築
物
を
木

宅
・
中
高
層
建
築
物
を
木
造

化
・
木
質
化
す
る
事
例
が

化
・
木
質
化
す
る
事
例
が
国

広
島
県
木
材
組
合
連
合

　
広
島
県
木
材
組
合
連
合
会

（
竹
内
德
將
会
長
）
に
よ

（
竹
内
德
將
会
長
）
に
よ
る

「
木
材
利
用
促
進
月
間
記

「
木
材
利
用
促
進
月
間
記
念

講
演
会
」
が

講
演
会
」
が
　
月
　
日
、
広
島

日
、
広
島

1010
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市
中
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

市
中
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
広
島
で
開
催
さ
れ

ホ
テ
ル
広
島
で
開
催
さ
れ
、

木
材
や
林
業
関
係
者
ら

木
材
や
林
業
関
係
者
ら
１
１

０
人
余
が
参
加
し
た

人
余
が
参
加
し
た
。

開
会
に
当
た
り
竹
内
会

　
開
会
に
当
た
り
竹
内
会
長

は
「
大
気
中
の
二
酸
化
炭

は
「
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

抑
制
が
世
界
共
通
の
課
題

抑
制
が
世
界
共
通
の
課
題
と

講演会のもよう

木
材
利
用
促
進
月
間
記
念
講
演
会
開
く

広
島
県
木
材
組
合
連
合
会

画
課
主
任
の
宮
尾
渉
氏

画
課
主
任
の
宮
尾
渉
氏
が

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
係

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
に
係
る

広
島
県
の
取
り
組
み
に
つ

広
島
県
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

て
」
を
テ
ー
マ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
の
流
れ
や
法
面
工

用
工
事
の
流
れ
や
法
面
工
事

へ
の
適
用
状
況
を
説
明
。

へ
の
適
用
状
況
を
説
明
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
導
入
後

Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
導
入
後
の

効
果
や
労
働
環
境
の
変
化

効
果
や
労
働
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
も
受
注
者
へ
の
ア

つ
い
て
も
受
注
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
交

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
交
え

て
紹
介
し
た
。
こ
の
ほ
か

て
紹
介
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

法
面
工
事
で

法
面
工
事
で
３
次
元
デ
ー

次
元
デ
ー
タ

を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
機

器
や
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ

器
や
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
講
習
も
あ
っ
た

な
ど
の
講
習
も
あ
っ
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略

（
敬
称
略
）

【
優
秀
現
場
代
理
人
】
山

　
【
優
秀
現
場
代
理
人
】
山
本

嘉
彦
（
ア
イ
ワ
産
業
）
▽

嘉
彦
（
ア
イ
ワ
産
業
）
▽
川

﨑
康
史
（
ジ
ー
エ
ム
建
設

﨑
康
史
（
ジ
ー
エ
ム
建
設
）

▽
竹
ノ
中
敦
紀
（
中
鋼
産
業

▽
竹
ノ
中
敦
紀
（
中
鋼
産
業
）

▽
原
田
貴
之
（
東
伸
）
▽

▽
原
田
貴
之
（
東
伸
）
▽
大

賀
香
月
（
ヒ
ノ
デ
開
発
）

賀
香
月
（
ヒ
ノ
デ
開
発
）
▽

山
田
光
成
（
広
建
産
業

山
田
光
成
（
広
建
産
業
）

【
優
秀
技
術
者
】
阿
瀨
田

　
【
優
秀
技
術
者
】
阿
瀨
田
吉

朗
（
ア
イ
ワ
産
業
）
▽
温

朗
（
ア
イ
ワ
産
業
）
▽
温
品

信
行
（
ア
イ
ワ
産
業
）
▽

信
行
（
ア
イ
ワ
産
業
）
▽
山

下
修
（
西
日
本
グ
リ
ー
ン

下
修
（
西
日
本
グ
リ
ー
ン
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
）
▽
松
井
典

ン
テ
ナ
ン
ス
）
▽
松
井
典
文

（
福
美
建
設
）
▽
山
田
光

（
福
美
建
設
）
▽
山
田
光
成

（
広
建
産
業

（
広
建
産
業
）

代
表
し
て
ア
イ
ワ
産
業
の

代
表
し
て
ア
イ
ワ
産
業
の
山

本
嘉
彦
氏
が
謝
辞
を
披
露

本
嘉
彦
氏
が
謝
辞
を
披
露
。

「
思
い
も
よ
ら
ず
、
表
彰
さ

「
思
い
も
よ
ら
ず
、
表
彰
さ
れ

た
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄

た
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
。

今
後
も
こ
の
感
激
を
忘
れ

今
後
も
こ
の
感
激
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
現
場
の
安
全

こ
と
な
く
、
現
場
の
安
全
管

理
に
努
力
し
て
い
き
た
い

理
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。
そ

の
ほ
か
の
受
賞
者
も
参
加

の
ほ
か
の
受
賞
者
も
参
加
者

を
前
に
喜
び
を
語
り
、
こ

を
前
に
喜
び
を
語
り
、
こ
れ

か
ら
の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
た

か
ら
の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
た
。

大
会
後
は
官
公
庁
の
職

　
大
会
後
は
官
公
庁
の
職
員

も
加
わ
り
技
術
講
習
会
を

も
加
わ
り
技
術
講
習
会
を
開

催
。
県
土
木
建
築
局
技
術

催
。
県
土
木
建
築
局
技
術
企

に
優
れ
て
い
た
現
場
代
理

に
優
れ
て
い
た
現
場
代
理
人

６
人
を
選
出
し
、
宇
根
会

人
を
選
出
し
、
宇
根
会
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
県
発
注
の
法
面
処

ま
た
、
県
発
注
の
法
面
処
理

工
事
工
事
で
　
年
度
優
良
建
設

年
度
優
良
建
設
工

2424

事
と
し
て
選
ば
れ
た
会
員

事
と
し
て
選
ば
れ
た
会
員
企

業
の
優
秀
技
術
者

業
の
優
秀
技
術
者
５
人
も
人
も
表

彰
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
た

彰
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
た
。

こ
れ
を
受
け
、
受
賞
者

　
こ
れ
を
受
け
、
受
賞
者
を

広
島
県
法
面
協
会
（
宇

　
広
島
県
法
面
協
会
（
宇
根

智
久
会
長
）
は

智
久
会
長
）
は
　
月
　
日
、
日
、

1010
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広
島
市
中
区
の
広
島
Ｙ
Ｍ

広
島
市
中
区
の
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
で

Ａ
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
で
２

０
２
４

０
２
４
年
度
労
働
安
全
大

年
度
労
働
安
全
大
会

と
技
術
講
習
会
を
開
い
た

と
技
術
講
習
会
を
開
い
た
。

会
員
企
業
か
ら
お
よ

会
員
企
業
か
ら
お
よ
そ
　
人
7070

が
集
ま
り
、
労
働
災
害
の

が
集
ま
り
、
労
働
災
害
の
な

い
職
場
の
実
現
を
誓
い
合

い
職
場
の
実
現
を
誓
い
合
っ

た
。宇

根
会
長
は
あ
い
さ

　
宇
根
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
現
場
で
は
些
細
な
気

で
、
現
場
で
は
些
細
な
気
の

緩
み
が
重
大
な
事
故
に
つ

緩
み
が
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
る
と
指
摘
し
、「
労
働
災

が
る
と
指
摘
し
、「
労
働
災
害

の
な
い
職
場
の
実
現
、
無

の
な
い
職
場
の
実
現
、
無
事

故
・
無
災
害
で
の
竣
工
に

故
・
無
災
害
で
の
竣
工
に
尽

力
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

力
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
け
た
。

表
彰
式
で
は
、
同
協
会

　
表
彰
式
で
は
、
同
協
会
が

　
年
度
に
実
施
し
た
安
全

年
度
に
実
施
し
た
安
全
パ

2323ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
も
と

ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
も
と
に

作
業
現
場
の
安
全
対
策
が

作
業
現
場
の
安
全
対
策
が
特

あいさつする宇根会長

労
働
災
害
な
い
職
場
を

広
島
県
法
面
協
会

水
量
　
弱
／
秒
以
上
の
下

／
秒
以
上
の
下
水

1010

道
法
上
の
ポ
ン
プ
場
に
運

道
法
上
の
ポ
ン
プ
場
に
運
転

操
作
制
御
設
備
を
製
作
・

操
作
制
御
設
備
を
製
作
・
据

付
し
た
工
事
、
ま
た
は
下

付
し
た
工
事
、
ま
た
は
下
水

道
法
上
の
終
末
処
理
場
に

道
法
上
の
終
末
処
理
場
に
運

転
操
作
制
御
設
備
を
製
作

転
操
作
制
御
設
備
を
製
作
・

据
付
し
た
工
事
の
施
工
実

据
付
し
た
工
事
の
施
工
実
績

―
な
―
な
ど

工
期

　
工
期
＝
　
年
６
月
　
日

2626

3030

設
計
＝
イ
ミ
プ
ラ

　
設
計
＝
イ
ミ
プ
ラ
ン

る
こ
と
。

る
こ
と
。
２
０
０
９

２
０
０
９
年
度
年
度
以

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・

降
に
元
請
と
し
て
完
成
・
引

き
渡
し
が
完
了
し
た
計
画

き
渡
し
が
完
了
し
た
計
画
排

参
加
資
格
＝
電
気
工
事

　
参
加
資
格
＝
電
気
工
事
の

Ａ
等
級
に
認
定
さ
れ
、
市

Ａ
等
級
に
認
定
さ
れ
、
市
内

に
本
店
ま
た
は
支
店
を
有

に
本
店
ま
た
は
支
店
を
有
す

広
島
市
は

　
広
島
市
は
１
日
、
「
海

日
、
「
海
老

橋
ポ
ン
プ
場
電
気
設
備

橋
ポ
ン
プ
場
電
気
設
備
工

事
」
を
総
合
評
価
方
式
の

事
」
を
総
合
評
価
方
式
の
入

札
後
資
格
確
認
型
一
般
競

札
後
資
格
確
認
型
一
般
競
争

入
札
で
公
告
し
た
。
同
入

入
札
で
公
告
し
た
。
同
入
札

に
は
、
低
入
札
価
格
調
査

に
は
、
低
入
札
価
格
調
査
制

度
の
対
象
工
事
と
し
て
調

度
の
対
象
工
事
と
し
て
調
査

基
準
価
格
を
設
定
。
入
札

基
準
価
格
を
設
定
。
入
札
書

は
　
月
　
日
と
　
日
に
受

日
に
受
け

1111

2525

2626

付
け
付
け
、　

日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

2727

工
事
場
所
＝
佐
伯
区
楽

　
工
事
場
所
＝
佐
伯
区
楽
々

園
１
丁
目

工
事
概
要
＝
計
画
排
水

　
工
事
概
要
＝
計
画
排
水
量

　
・
２
弱
／
秒
、
運
転
操

／
秒
、
運
転
操
作

2020制
御
設
備
一
式
、
据
付
・

制
御
設
備
一
式
、
据
付
・
配

線
工
一

線
工
一
式

広島市

海
老
橋
ポ
ン
プ
場
電
気
設
備

按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按
按按按按按按

日
、

日
に
入
札

㮇
日
、㮇
日
に
入
札
書書

2525

2626

進
級
時
に
同
校
土
木
コ
ー

進
級
時
に
同
校
土
木
コ
ー
ス

に
進
に
進
む
　
歳
の
男
子
生
徒

歳
の
男
子
生
徒
は

1515

「
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
仕
事

「
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
仕
事
や

最
新
技
術
の
活
用
な
ど
初

最
新
技
術
の
活
用
な
ど
初
め

て
知
る
こ
と
が
多
く
と
て

て
知
る
こ
と
が
多
く
と
て
も

驚
き
ま
し
た
」
と
感
想
を

驚
き
ま
し
た
」
と
感
想
を
述

べ
、「
建
設
の
仕
事
を
通
し

べ
、「
建
設
の
仕
事
を
通
し
地

方
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と

方
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
の

思
い
で
勉
強
を
し
て
い

思
い
で
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
学
校
の
勉
強

す
。
今
後
も
学
校
の
勉
強
だ

け
で
な
く
資
格
取
得
に
向

け
で
な
く
資
格
取
得
に
向
け

て
も
努
力
を
重
ね
て
い
き

て
も
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
だ

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
だ
。

俵
山
・
豊
田
道
路
は
、

　
俵
山
・
豊
田
道
路
は
、
下

関
市
豊
田
町
八
道
～
長
門

関
市
豊
田
町
八
道
～
長
門
市

俵
山
小
原
を
結
ぶ
延

俵
山
小
原
を
結
ぶ
延
長
　
・
1313

９
灼
の
自
動
車
専
用
道
路

の
自
動
車
専
用
道
路
。

広
域
観
光
連
携
の
強
化
や

広
域
観
光
連
携
の
強
化
や
第

３
次
緊
急
医
療
機
関
へ
の

次
緊
急
医
療
機
関
へ
の
速

達
性
の
向
上
な
ど
を
目
的

達
性
の
向
上
な
ど
を
目
的
に

２
０
１
６

２
０
１
６
年
に
事
業
着
手

年
に
事
業
着
手
し

た
。
今
回
見
学
会
が
開
催

た
。
今
回
見
学
会
が
開
催
さ

れ
た
第

れ
た
第
１
ト
ン
ネ
ル
（
Ｌ

ト
ン
ネ
ル
（
Ｌ
２

７
８
７
８
ｍ
）
は
佐
藤
工
業
、

ｍ
）
は
佐
藤
工
業
、
第

２
ト
ン
ネ
ル
（
Ｌ

ト
ン
ネ
ル
（
Ｌ
１
２
６

１
２
６
７

ｍ
）
は
三
井
住
友
・
岩
田

ｍ
）
は
三
井
住
友
・
岩
田
地

崎
Ｊ
Ｖ
が
施
工
を
担
当
、

崎
Ｊ
Ｖ
が
施
工
を
担
当
、
設

計
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン

計
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
が
手
掛
け
た

ル
タ
ン
ツ
が
手
掛
け
た
。

ラ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
て
い

ラ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
る

３
色
の
回
転
灯
に
は
何
の

色
の
回
転
灯
に
は
何
の
意

味
が
あ
る
の
か
」「
山
を
切

味
が
あ
る
の
か
」「
山
を
切
り

拓
く
際
に
伐
採
し
た
木
は

拓
く
際
に
伐
採
し
た
木
は
ど

う
す
る
の
か
」
と
い
っ
た

う
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
質

問
に
も
、
生
徒
が
理
解
し

問
に
も
、
生
徒
が
理
解
し
や

す
い
よ
う
丁
寧
に
答
え
た

す
い
よ
う
丁
寧
に
答
え
た
。

終
わ
り
に
、
同
事
務
所

　
終
わ
り
に
、
同
事
務
所
の

若
手
職
員
が
入
職
の
き
っ

若
手
職
員
が
入
職
の
き
っ
か

け
や
自
身
の
仕
事
内
容
を

け
や
自
身
の
仕
事
内
容
を
説

明
し
、
現
場
作
業
員
ら
と

明
し
、
現
場
作
業
員
ら
と
と

も
に
「
将
来
、
大
人
に
な

も
に
「
将
来
、
大
人
に
な
っ

た
萩
商
工
高
校
の
皆
と
一

た
萩
商
工
高
校
の
皆
と
一
緒

に
仕
事
が
で
き
る
日
を
楽

に
仕
事
が
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と
呼
び

み
に
し
て
い
る
」
と
呼
び
か

け
た
け
た
。

見
学
を
終
え
て
、

　
見
学
を
終
え
て
、
２
年
生

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
作
業
所

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
作
業
所
長

を
務
め
る
仲
哲
路
氏
の
案

を
務
め
る
仲
哲
路
氏
の
案
内

で
同
工
事
で
使
わ
れ
る
バ

で
同
工
事
で
使
わ
れ
る
バ
ッ

チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
や
濁
水

チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
や
濁
水
プ

ラ
ン
ト
を
見
学
し
た

ラ
ン
ト
を
見
学
し
た
。

仲
氏
は
「
こ
の
プ
ラ
ン

　
仲
氏
は
「
こ
の
プ
ラ
ン
ト

で
は
現
在
、
セ
メ
ン
ト
を

で
は
現
在
、
セ
メ
ン
ト
を
用

い
る
過
程
で
出
た
濁
水
を

い
る
過
程
で
出
た
濁
水
を
炭

酸
ガ
ス
や
ポ
リ
塩
化
ア
ル

酸
ガ
ス
や
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
等
を
用
い
て
中
和

ニ
ウ
ム
等
を
用
い
て
中
和
・

浄
水
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

浄
水
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

プ
ラ
ン
ト
は
今
年

プ
ラ
ン
ト
は
今
年
６
月
に
月
に
建

て
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
工

て
ら
れ
た
ば
か
り
で
、
工
事

が
終
わ
っ
た
ら
速
や
か
に

が
終
わ
っ
た
ら
速
や
か
に
撤

去
さ
れ
る
」
な
ど
と
、
脱

去
さ
れ
る
」
な
ど
と
、
脱
水

ケ
ー
キ
を
片
手
に
プ
ラ
ン

ケ
ー
キ
を
片
手
に
プ
ラ
ン
ト

の
役
割
を
解
説
。
ま
た
、「

の
役
割
を
解
説
。
ま
た
、「
プ

る
こ
と
で
現
在
の
コ
ン
ク

る
こ
と
で
現
在
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
設
の
状
況
が
一
目

ー
ト
打
設
の
状
況
が
一
目
で

わ
か
る
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ

わ
か
る
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
通
じ
て
遠
隔
で
も

端
末
を
通
じ
て
遠
隔
で
も
確

認
で
き
る
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

認
で
き
る
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

の
操
作
だ
け
で
手
動
打
設

の
操
作
だ
け
で
手
動
打
設
・

自
動
打
設
の
切
り
替
え
も

自
動
打
設
の
切
り
替
え
も
で

き
る
。
自
動
化
が
進
む
こ

き
る
。
自
動
化
が
進
む
こ
と

に
よ
り
、
将
来
的
に
は
現

に
よ
り
、
将
来
的
に
は
現
場

に
出
ず
に
事
務
所
で
機
械

に
出
ず
に
事
務
所
で
機
械
を

操
作
す
る
だ
け
で
施
工
で

操
作
す
る
だ
け
で
施
工
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

い
」
と
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
力

用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
力
説

し
た
し
た
。

続
い
て
、
第

　
続
い
て
、
第
１
ト
ン
ネ

ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
た
生
徒
ら
は
、
第

を
抜
け
た
生
徒
ら
は
、
第
２

加
。
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
よ

加
。
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
よ
う

す
や
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

す
や
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、

に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、
バ

ッ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
等
の

ッ
チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
等
の
設

備
を
見
学
し
、
建
設
業
の

備
を
見
学
し
、
建
設
業
の
魅

力
を
体
感
し
た

力
を
体
感
し
た
。

は
じ
め
に
、
ヘ
ル
メ
ッ

　
は
じ
め
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

に
作
業
着
姿
で
集
合
し
た

に
作
業
着
姿
で
集
合
し
た
生

徒
ら
は
、
同
事
務
所
職
員

徒
ら
は
、
同
事
務
所
職
員
か

ら
国
土
交
通
省
や
同
事
務

ら
国
土
交
通
省
や
同
事
務
所

の
概
要
、
現
場
に
入
る
際

の
概
要
、
現
場
に
入
る
際
の

注
意
点
な
ど
の
説
明
を
受

注
意
点
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
後
、
今
年

た
後
、
今
年
３
月
に
貫
通

月
に
貫
通
し

た
第
た
第
１
ト
ン
ネ
ル
内
を
見

ト
ン
ネ
ル
内
を
見
学

し
た
し
た
。

坑
内
で
は
、
同
ト
ン
ネ

　
坑
内
で
は
、
同
ト
ン
ネ
ル

作
業
所
所
長
を
務
め
る
佐

作
業
所
所
長
を
務
め
る
佐
藤

工
業
の
中
谷
幸
一
氏
が
工

工
業
の
中
谷
幸
一
氏
が
工
事

の
概
要
や
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
概
要
や
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

流
れ
を
映
像
資
料
を
用
い

流
れ
を
映
像
資
料
を
用
い
な

が
ら
解
説
。「
全
長

が
ら
解
説
。「
全
長
２
７
８

２
７
８
ｍ

の
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る

の
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
す
る
ま

で
の
約

で
の
約
７
カ
月
の
期
間
、

カ
月
の
期
間
、
岩

盤
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、

盤
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
火

薬
と
機
械
を
使
い
分
け
て

薬
と
機
械
を
使
い
分
け
て
ト

ン
ネ
ル
を
掘
り
進
め
た
」

ン
ネ
ル
を
掘
り
進
め
た
」
と

工
事
の
内
容
を
説
明
し
た

工
事
の
内
容
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
同
ト
ン
ネ
ル
の

　
ま
た
、
同
ト
ン
ネ
ル
の
覆

工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設

工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
に

つ
い
て
、「
セ
ン
サ
ー
を
用

つ
い
て
、「
セ
ン
サ
ー
を
用
い

中
国
地
方
整
備
局
山
陰

　
中
国
地
方
整
備
局
山
陰
西

部
国
道
事
務
所

部
国
道
事
務
所
は
　

月
　

1010

2929

日
、
長
門
市
俵
山
郷
の
「

日
、
長
門
市
俵
山
郷
の
「
令

和
４
年
度
俵
山
・
豊
田
道

年
度
俵
山
・
豊
田
道
路

第
１
ト
ン
ネ
ル
工
事
」
及

ト
ン
ネ
ル
工
事
」
及
び

「
令
和

「
令
和
５
年
度
俵
山
・
豊
田

年
度
俵
山
・
豊
田
道

路
第
路
第
２
ト
ン
ネ
ル
工
事
」

ト
ン
ネ
ル
工
事
」
の

現
場
で
、
山
口
県
立
萩
商

現
場
で
、
山
口
県
立
萩
商
工

高
校
の
生
徒
を
対
象
と
し

高
校
の
生
徒
を
対
象
と
し
た

現
場
見
学
会
を
開
催
し
た

現
場
見
学
会
を
開
催
し
た
。

見
学
会
に
は
同
校
機
械
・

見
学
会
に
は
同
校
機
械
・
土

木
科
の

木
科
の
１
年
生
　

人
が
参

人
が
参

2121
高校生がトンネル工事を見学
建設業の魅力を体験

＝山陰西部国道事務所＝

中谷氏（左奥）から説明を受ける生徒ら

ドリルジャンボ前で記念撮影

Ｎ
）
、
自
家
発
電
設
備
Ｔ

Ｎ
）
、
自
家
発
電
設
備
Ｔ
Ｎ

（
更
新
）

（
更
新
）
５
カ
所
（
笠
井
山

カ
所
（
笠
井
山
Ｔ

Ｎ
、
二
子
Ｔ
Ｎ
、
水
江
Ｔ
Ｎ

Ｎ
、
二
子
Ｔ
Ｎ
、
水
江
Ｔ
Ｎ
、

三
平
山
Ｔ
Ｎ
、
谷
川
Ｔ
Ｎ
）

三
平
山
Ｔ
Ｎ
、
谷
川
Ｔ
Ｎ
）
、

受
配
電
設
備
Ｔ
Ｎ
低
圧
（

受
配
電
設
備
Ｔ
Ｎ
低
圧
（
更

新
）
新
）
１
カ
所
（
宮
原
Ｔ
Ｎ
）

カ
所
（
宮
原
Ｔ
Ｎ
）
、

無
停
電
電
源
設
備
（
更
新

無
停
電
電
源
設
備
（
更
新
）

２
カ
所
（
三
平
山
Ｔ
Ｎ
、

カ
所
（
三
平
山
Ｔ
Ｎ
、
谷

川
Ｔ
Ｎ

川
Ｔ
Ｎ
）

工
期
＝

　
工
期
＝
９
０
０

９
０
０
日
間

式
、
動
力
設
備
一
式
、
受

式
、
動
力
設
備
一
式
、
受
変

電
設
備
一
式
、
発
電
設
備

電
設
備
一
式
、
発
電
設
備
一

式
、
構
内
情
報
通
信
網
設

式
、
構
内
情
報
通
信
網
設
備

一
式
、
構
内
交
換
設
備

一
式
、
構
内
交
換
設
備
一

式
、
拡
声
設
備
一
式
、
誘

式
、
拡
声
設
備
一
式
、
誘
導

支
援
設
備
一
式
、
テ
レ
ビ

支
援
設
備
一
式
、
テ
レ
ビ
共

同
受
信
設
備
一
式
、
監
視

同
受
信
設
備
一
式
、
監
視
カ

メ
ラ
設
備
一
式
、
防
犯
・

メ
ラ
設
備
一
式
、
防
犯
・
入

工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の

総
合
評
定
値
が

総
合
評
定
値
が
７
０
０

７
０
０
以

上
、
年
間
平
均
完
成
工
事

上
、
年
間
平
均
完
成
工
事
高

が
１
０
０
０

１
０
０
０
万
円
以
上
―

万
円
以
上
―
な

参
加
資
格
＝

　
参
加
資
格
＝
同

工
事
場
所
＝
鞠
生

　
工
事
場
所
＝
鞠
生
町

工
事
概
要
＝
照
明
設
備

　
工
事
概
要
＝
照
明
設
備
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に
更

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に
更
新

工
期

　
工
期
＝
　
日
間
日
間

9090

入
札
書
提
出
期
間

　
入
札
書
提
出
期
間
＝
　
月
1111

　
日
、　

日

20

21

開
札
日

　
開
札
日
＝
　
月
　
日

1111

2222

　
「
防
府
市
立
佐
波
中
学

「
防
府
市
立
佐
波
中
学
校

外
周
フ
ェ
ン
ス
等
改
修

外
周
フ
ェ
ン
ス
等
改
修
」

参
加
資
格
＝
市
内
の

　
参
加
資
格
＝
市
内
の
と

び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー

び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
事
認
定
業
者
で
、
直
近

工
事
認
定
業
者
で
、
直
近
の

経
営
事
項
審
査
の
と
び
・

経
営
事
項
審
査
の
と
び
・
土

築
面
積

築
面
積
３
７
０

３
７
０
・
７
８
７
８
４

釈
、
延
床
面
積

、
延
床
面
積
５
８
９

５
８
９
・
６

１
５
釈
）
建
設
に
伴
う
機

）
建
設
に
伴
う
機
械

設
備
工
事
（
空
調
設
備
、

設
備
工
事
（
空
調
設
備
、
換

気
設
備
、
給
排
水
・
衛
生

気
設
備
、
給
排
水
・
衛
生
設

備
、
給
湯
設
備

備
、
給
湯
設
備
）

工
期
＝

　
工
期
＝
３
３
０

３
３
０
日
間

入
札
書
提
出
期
間

　
入
札
書
提
出
期
間
＝
　
月
1111

　
日
、　

日

21

22

開
札
日

　
開
札
日
＝
　
月
　
日

1111

2525

　
「
華
城
留
守
家
庭
児
童

「
華
城
留
守
家
庭
児
童
学

級
建
設
（
電
気
設
備
）

級
建
設
（
電
気
設
備
）
」

参
加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

者
で
電
気
工
事
Ａ
等
級
、

者
で
電
気
工
事
Ａ
等
級
、
直

近
の
経
営
事
項
審
査
の
電

近
の
経
営
事
項
審
査
の
電
気

工
事
の
年
間
平
均
完
成
工

工
事
の
年
間
平
均
完
成
工
事

高
が
高
が
２
０
０
０

２
０
０
０
万
円
以
上

万
円
以
上
―

な
ど工

事
場
所
＝

　
工
事
場
所
＝
同

工
事
概
要
＝
留
守
家
庭

　
工
事
概
要
＝
留
守
家
庭
児

童
学
級
（
Ｓ
造

童
学
級
（
Ｓ
造
２
階
建
、

階
建
、
建

築
面
積

築
面
積
３
７
０

３
７
０
・
７
８
７
８
４

釈
、
延
床
面
積

、
延
床
面
積
５
８
９

５
８
９
・
６

１
５
釈
）
建
設
に
伴
う
電

）
建
設
に
伴
う
電
気

設
備
工
事
（
受
変
電
設
備

設
備
工
事
（
受
変
電
設
備
、

電
灯
・
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

電
灯
・
コ
ン
セ
ン
ト
設
備
、

電
話
・
通
信
設
備
、
テ
レ

電
話
・
通
信
設
備
、
テ
レ
ビ

受
信
設
備
、
防
犯
カ
メ
ラ

受
信
設
備
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

備
）工

期
＝

　
工
期
＝
同

入
札
書
提
出
期
間
＝

　
入
札
書
提
出
期
間
＝
同

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
同

　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
・
休

「
保
健
セ
ン
タ
ー
・
休
日

診
療
所
照
明
設
備
改
修

診
療
所
照
明
設
備
改
修
」

撤
去
・
新
設
・
改
修
工

撤
去
・
新
設
・
改
修
工
事

工
期
＝

　
工
期
＝
１
０
０

１
０
０
日
間

入
札
書
提
出
期
間
＝

　
入
札
書
提
出
期
間
＝
同

開
札
日
＝

　
開
札
日
＝
同

ど
工
事
場
所
＝
迫
戸

　
工
事
場
所
＝
迫
戸
町

工
事
概
要
＝
外
周
フ
ェ

　
工
事
概
要
＝
外
周
フ
ェ
ン

ス
・
門
扉
の
老
朽
化
に
伴

ス
・
門
扉
の
老
朽
化
に
伴
う

合
会
集
計
（

合
会
集
計
（
７
％
）
の

％
）
の
４
倍

と
な
っ
て
い
る

と
な
っ
て
い
る
。

調
査
対
象
は

　
調
査
対
象
は
１
５
３

１
５
３
現

場
。
回
答
者
数
は

場
。
回
答
者
数
は
１
６
７

１
６
７
６

人
で
、
こ
の
う
ち
協
力
会

人
で
、
こ
の
う
ち
協
力
会
社

技
術
者
は

技
術
者
は
４
８
６

４
８
６
人
、
技

人
、
技
能

者
は
者
は
７
３
３

７
３
３
人
と
な
っ
て

人
と
な
っ
て
い

る
。Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
カ
ー
ド
所

　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
カ
ー
ド
所
持

率
は
、
協
力
会
社
技
術
者

率
は
、
協
力
会
社
技
術
者
が

　
％
、
技
能
者

％
、
技
能
者
が
　
％
。
率

％
。
率

9191

8686

は
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に

は
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
下

が
っ
た
が
、
カ
ー
ド
所
有

が
っ
た
が
、
カ
ー
ド
所
有
人

数
は
、
技
能
者
で
前
年
度

数
は
、
技
能
者
で
前
年
度
の

５
６
４

５
６
４
人
か
ら

人
か
ら
６
３
０

６
３
０
人
へ

と
増
加
し
て
い
る

と
増
加
し
て
い
る
。

技
術
者
呼
称
に
関
す
る

　
技
術
者
呼
称
に
関
す
る
調

に
実
施
し
た
建
設
キ
ャ
リ

に
実
施
し
た
建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
）
の
導
入
状
況
に
関
す

Ｓ
）
の
導
入
状
況
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
、
技
能
者
の
カ
ー
ド
所

と
、
技
能
者
の
カ
ー
ド
所
持

率
（
申
請
中
含
む
）

率
（
申
請
中
含
む
）
は
　
％
8686

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
色

付
き
カ
ー
ド
（
レ
ベ
ル

付
き
カ
ー
ド
（
レ
ベ
ル
２
―

４
）
の
所
有
者
数
は
、
前

）
の
所
有
者
数
は
、
前
年

度
の
度
の
１
２
９

１
２
９
人
か
ら

人
か
ら
１
４
１
４
３

人
に
増
加
し
た
。
そ
の
割

人
に
増
加
し
た
。
そ
の
割
合

は
　
％
で
、
日
本
建
設
業

％
で
、
日
本
建
設
業
連

2828

日
本
埋
立
浚
渫
協
会
（

　
日
本
埋
立
浚
渫
協
会
（
清

水
琢
三
会
長
）
が
、
技
能

水
琢
三
会
長
）
が
、
技
能
者

本
人
と
作
業
船
所
有
会
社

本
人
と
作
業
船
所
有
会
社
・

潜
水
会
社
を
対
象
に
、

潜
水
会
社
を
対
象
に
、
７
月

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
所
持
率
㮇
％％％
86

埋浚協調査

色
付
き
カ
ー
ド
も
増
加

査
で
は
、
レ
ベ
ル

査
で
は
、
レ
ベ
ル
２
―
４
の

カ
ー
ド
保
有
者
は
「
海
上

カ
ー
ド
保
有
者
は
「
海
上
起

重
技
能
者
」
と
し
て
登
録

重
技
能
者
」
と
し
て
登
録
し

て
い
る
割
合

て
い
る
割
合
が
　
％
と
最
も

％
と
最
も

2222

多
い
が
、
半
数
以
上
は
「

多
い
が
、
半
数
以
上
は
「
自

分
に
マ
ッ
チ
す
る
分
野
が

分
に
マ
ッ
チ
す
る
分
野
が
な

い
」
と
答
え
た

い
」
と
答
え
た
。

作
業
船
保
有
会
社
か

　
作
業
船
保
有
会
社
か
ら

も
、
海
上
工
事
に
か
か
わ

も
、
海
上
工
事
に
か
か
わ
る

水
際
線
域
や
水
上
で
の

水
際
線
域
や
水
上
で
の
浚

渫
、
構
造
物
の
製
作
・
築

渫
、
構
造
物
の
製
作
・
築
造

作
業
を
包
括
す
る
新
た
な

作
業
を
包
括
す
る
新
た
な
能

力
評
価
制
度
「
海
洋
土
木

力
評
価
制
度
「
海
洋
土
木
工

（
案
）
」
が
必
要
と
の
声
が

（
案
）
」
が
必
要
と
の
声
が
高

ま
っ
て
い
る

ま
っ
て
い
る
。

埋
浚
協
を
含
む
港
湾
建

　
埋
浚
協
を
含
む
港
湾
建
設

関
係
関
係
５
団
体
と
し
て
も
、

団
体
と
し
て
も
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
新
職
種
「
海
洋

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
新
職
種
「
海
洋
土

木
工
」
の
創
設
に
連
携
し

木
工
」
の
創
設
に
連
携
し
て

取
り
組
む
方
針
で
、
国
土

取
り
組
む
方
針
で
、
国
土
交

通
省
な
ど
に
協
力
を
呼
び

通
省
な
ど
に
協
力
を
呼
び
掛

け
て
い
る

け
て
い
る
。

一般財団法人経済調査会中国支部調べ
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（単位：円、消費税抜き）　価格欄の※は山口単価

前月比鳥取前月比松江前月比岡山前月比下関前月比広島単位規　格品　名

-2100-2100-297-2※99-297ｋｇＳＤ295　Ｄ16　１.５６ｋｇ／ｍ　③異形棒鋼

-2125-2125-2123-2※123-2123ｋｇ6×50×50ｍｍ　4.43ｋｇ／ｍ　③等辺山形鋼（ＳＳ400）　中形

-2123-2123-2121-2※121-2121ｋｇ200×100×5.5×8ｍｍ　20.9ｋｇ／ｍ　③Ｈ形鋼（ＳＳ400）　細幅

-2117-2117-2115-2※116-2115ｋｇ厚2.3ｍｍ　3×6フィート　ＳＰＨＣ　③普通鋼板　熱延薄板

-2142-2142-2140-2※141-2140ｋｇ厚16～25ｍｍ　3×6フィート　無規格　③普通鋼板　厚板

175175174※174174ｋｇ100×50×20×2.3ｍｍ　4.06ｋｇ／ｍ　③軽量形鋼　カラーリップみぞ形鋼（ＳＳＣ400相当品）

1,1601,1601,1601,1601,160枚0.40×914×1829ｍｍ　5.66ｋｇ／枚　③亜鉛鉄板　平板

17,30017,30015,10016,40016,200ｔバラセメント（バラ）　普通ポルトランド

560560550540550袋袋　２５ｋｇ　大口セメント（袋）　普通ポルトランド

4,3005,2003,9004,3003,500弱20～5ｍｍコンクリート用砕石

3,1005,4004,5004,0003,500弱細目（洗い）コンクリート用砂

3,9004,6003,2004,0002,700弱40～0ｍｍ　道路用クラッシャラン

18,30021,91020,20022,35020,450弱21－18－20（25）　Ｎレディーミクストコンクリート　普通

40,10040,10040,100※40,10040,100本350×60ｍｍ×10ｍ　1420ｋｇＰＨＣパイル　Ａ種

2,2502,6702,390※2,6002,360個幅300×高300×長600ｍｍ道路用コンクリート製品　鉄筋コンクリートＵ形　300Ｂ

14,80013,80013,00012,20011,200ｔ再生密粒度（13）再生加熱アスファルト混合物

13,30014,20014,200※14,20014,200本300×30×2000ｍｍ　165ｋｇ遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管）　Ｂ形1種

-301,840-301,840-301,840-30※1,840-301,840枚ラワン　厚12×幅900×長1800ｍｍコンクリート型枠用合板（無塗装品）

-20970-20970-20970-20※970-20970枚厚2.5×幅910×長1820ｍｍ　Ｆ☆☆☆☆ラワン合板　2類（タイプⅡ）

2.242.62.242.62.242.62.242.62.242.6ｍ単線　1.6ｍｍ　③600Ｖビニル絶縁電線（ＩＶ）
731,327731,327731,327731,327731,327ｍ3心　22杓杓釈釈　③600Ｖ架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル（ＣＶ）

3,8803,8803,8803,8803,880本25Ａ　1Ｂ　長5.5ｍ　2.43ｋｇ／ｍ　③配管用炭素鋼鋼管（ガス管）黒管ねじなし　ＳＧＰ

3,6003,6003,6003,6003,600本25Ａ　1Ｂ　長4ｍ　2.43ｋｇ／ｍ　③配管用炭素鋼鋼管（ガス管）白管ねじつき　ＳＧＰ

343343343343343本呼び径13ｍｍ　18×2.5ｍｍ×4ｍ　③硬質ポリ塩化ビニル管　水道管（ＶＰ）

2,0602,0602,0602,0602,060本呼び径100ｍｍ　114×3.1ｍｍ×4ｍ　③硬質ポリ塩化ビニル管　薄肉管（ＶＵ）

　　

退
室
管
理
設
備
一
式
、
特

退
室
管
理
設
備
一
式
、
特
殊

設
備
一

設
備
一
式

工
期

　
工
期
＝
　
年
１
月
　
日
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（2）（第三種郵便物認可） 2024年（令和6年）11月1日（金曜日）


